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第43回例会 №436月28日㈮

　皆さまこんにちはー。
　東山昕也パストガバナーが 25 日
病気のためご逝去されました。75
歳でありました。東山パストは、
1984 年（昭和 59 年）８月に入会さ

れ以来 35 年に渡る当クラブの会員であります。
その間、2005 ～ 06 年度（平成 17 ～ 18 年）51 代
目の会長を勤められました。
　2010 ～ 11 年度（平成 22 ～ 23 年）ガバナーに
就任いたします。 地区テーマ「『友絆（きずな）』
…地域とともに」を掲げ、全 57 クラブの先頭に
立ち、リーダーシップを発揮されました。ちなみ
に、ガバナーを支えた地区幹事は、羽深耕時さん
でした。
　2011 年３月 11 日東日本大震災が発生しました。
日本の危機の中でロータリーの奉仕の理想を生み
だす活動は、大変な熱意と実行力、やり遂げる思
い、力が必要であったと想像に難くありません。
　あの日を境にして「日本の奉仕」は変わりまし
た。国際ロータリーも加速度的に変わっています。
その契機、きっかけとなる時代に汗を流された東
山さんへ心からの敬意と感謝を申しあげる次第で
あります。

　さて、本日は最終例会です。私は、ここに立っ
て、皆様の表情に引き込まれる経験を何回か致し
ました。ゾックとし、背筋が伸びました。
　１年間支えてくださったお１人お１人の皆さ
ま、ことにご心配をお掛けした佐藤幹事、そして
梅澤さん、心から感謝申しあげます。有難うござ
いました。

出席率　98.15％

中田　正君・チャールズ・C・ストラットン君（６/15
青少年交換オリエンテーション）

入会式
市瀬　昌之君

（㈱八十二銀行　高田支店長）

出席ニコニコ BOX 委員会
会 長・幹事―一年間、大変お世話になりあり

がとうございました。
大 谷光夫君―牧野会長、佐藤幹事お疲れ様で

した。最終例会欠席で申し訳ありません。７
月からの新年度宜しくお願いいたします。

宮 川大樹君―６/23 無事に結婚お披露目会を
218名の皆様からお越し頂き開催できました。
ロータリーの皆様から「手に手つないで」一
生の良い思い出となりました。「高田ロータ
リー最高！」本当にありがとうございました。

青 少年奉仕委員会―６/30 ビーチクリーン 2019
延期について（７/７へ）

国際奉仕委員会―６/30 ジョン君送別会について
次 年度社会奉仕委員会―６/30 関川クリーン作

戦中止について

配布物：週報№ 42
回　覧：新会員推薦カード
報　告：地区青少年交換委員会より感謝状

会長挨拶会長挨拶 牧野　章一牧野　章一
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会長挨拶会長挨拶 幹事挨拶幹事挨拶

新会長・幹事へロータリーバッチ引継新会長・幹事へロータリーバッチ引継

髙坂会長エレクトによる締めの挨拶髙坂会長エレクトによる締めの挨拶

牧野会長、佐藤幹事１年間ごくろうさまでした。

　６月 30 日㈰ 12 時～ 14 時、ザ・グランスイー
トにて、ジョン君の送別会が開催されました。初
めにパストガバナーであり、上越国際交流協会会
長の東山昕也さんのご冥福を祈り、黙祷を捧げ、
その後、関根学園鈴木校長先生に第 2560 地区か
らの感謝状をお渡し、ご挨拶を頂きました。４つ
のホストファミリーにもお集まり頂き、思い出の
写真を見ながら、ジョン君との思い出、贈る言葉
を頂きました。牧野会長のご挨拶の後、ジョン君
からのお礼の言葉でしたが、感極まり、涙でほと

んど話せませんでした。チャールズさんから花束
と寄せ書きの贈呈の後、渡邉隆理事長のご挨拶と
万歳で会を締めました。ジョン君が今後、日米に
とっての架
け橋になる
ことを期待
します。

ジョン君　送別会

最 終 例 会

国際奉仕委員長　中田　正 君


